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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】令和3年7月26日(2021.7.26)

【公開番号】特開2019-14238(P2019-14238A)
【公開日】平成31年1月31日(2019.1.31)
【年通号数】公開・登録公報2019-004
【出願番号】特願2018-112735(P2018-112735)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/30     (2014.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/38     (2014.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｍ    5/00     １００　
   Ｃ０９Ｄ   11/30     　　　　
   Ｃ０９Ｄ   11/38     　　　　
   Ｂ４１Ｊ    2/01     ５０１　
   Ｂ４１Ｊ    2/18     　　　　
   Ｂ４１Ｍ    5/00     １２０　

【手続補正書】
【提出日】令和3年6月9日(2021.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクを吐出する吐出口と、前記インクを吐出するためのエネルギーを発生する吐出素
子と、前記吐出口と前記吐出素子の間で連通してその内部に前記インクが流通する第１流
路及び第２流路と、を具備する記録ヘッドから前記インクを吐出して画像を記録するイン
クジェット記録方法であって、
　前記吐出口から前記インクを吐出する吐出工程と、
　前記吐出工程とは別の、前記第１流路内の前記インクを前記第２流路へと流動させる流
動工程と、を有し、
　前記インクが、１０ミリ秒における動的表面張力が３５ｍＮ／ｍ以上４８ｍＮ／ｍ以下
の水性インクであることを特徴とするインクジェット記録方法。
【請求項２】
　前記インクの粘度が、３．０ｍＰａ・ｓ以上である請求項１に記載のインクジェット記
録方法。
【請求項３】
　前記インクが、樹脂粒子を含有する請求項１又は２に記載のインクジェット記録方法。
【請求項４】
　前記インクが、水溶性ウレタン樹脂を含有する請求項１乃至３のいずれか１項に記載の
インクジェット記録方法。
【請求項５】
　前記インクが、ブロック共重合体を含有する請求項１乃至４のいずれか１項に記載のイ



(2) JP 2019-14238 A5 2021.7.26

ンクジェット記録方法。
【請求項６】
　前記インクが、３価以上の多価アルコールにＸモルのエチレンオキサイド基及びＹモル
のプロピレンオキサイド基が付加した、｛Ｙ／（Ｘ＋Ｙ）｝×１００（％）の値が７０％
以上９０％以下の多価アルコール誘導体を含有する請求項１乃至５のいずれか１項に記載
のインクジェット記録方法。
【請求項７】
　前記インクが、界面活性剤を含有する請求項１乃至６のいずれか１項に記載のインクジ
ェット記録方法。
【請求項８】
　前記界面活性剤が、下記一般式（１）で表される化合物である請求項７に記載のインク
ジェット記録方法。

（前記一般式（１）中、ｘ及びｙは、それぞれエチレンオキサイド基の付加数を表す）
【請求項９】
　前記記録ヘッドが、複数の前記吐出口のそれぞれに対応する、複数の前記第１流路が１
つの流入路に連通しているとともに、複数の前記第２流路が１つの流出路に連通している
請求項１乃至８のいずれか１項に記載のインクジェット記録方法。
【請求項１０】
　前記流動工程において、前記吐出口から前記インクを排出することなく、前記インクを
流動させる請求項１乃至９のいずれか１項に記載のインクジェット記録方法。
【請求項１１】
　さらに、前記流動工程における前記インクの流動を停止して前記記録ヘッドの回復動作
を行う回復工程を有する請求項１乃至１０のいずれか１項に記載のインクジェット記録方
法。
【請求項１２】
　前記流動工程において、前記インクの吐出方向と交差する方向に前記インクを流動させ
る請求項１乃至１１のいずれか１項に記載のインクジェット記録方法。
【請求項１３】
　前記流動工程において、前記吐出素子とは別の流動手段によって前記インクを流動させ
る請求項１乃至１２のいずれか１項に記載のインクジェット記録方法。
【請求項１４】
　前記流動工程において、前記第１流路に連通する流入口と前記第２流路に連通する流出
口との間の圧力差で前記インクを流動させる請求項１乃至１３のいずれか１項に記載のイ
ンクジェット記録方法。
【請求項１５】
　前記圧力差で流動させる前記インクの流速が、０．１ｍｍ／ｓ以上１０．０ｍｍ／ｓ以
下である請求項１４に記載のインクジェット記録方法。
【請求項１６】
　前記流動工程において、前記インクを間欠的に流動させる請求項１乃至１３のいずれか



(3) JP 2019-14238 A5 2021.7.26

１項に記載のインクジェット記録方法。
【請求項１７】
　間欠的に流動させる前記インクの流速が、１．０ｍ／ｓ以上１０．０ｍ／ｓ以下である
請求項１６に記載のインクジェット記録方法。
【請求項１８】
　前記記録ヘッドが、ラインヘッドである請求項１乃至１７のいずれか１項に記載のイン
クジェット記録方法。
【請求項１９】
　前記ラインヘッドには、複数の前記吐出口が配列した吐出口列が配置された吐出素子基
板が直線状に配列されている請求項１８に記載のインクジェット記録方法。
【請求項２０】
　インクを吐出する吐出口と、前記インクを吐出するためのエネルギーを発生する吐出素
子と、前記吐出口と前記吐出素子の間で連通してその内部に前記インクが流通する第１流
路及び第２流路と、を具備する記録ヘッドを備えるインクジェット記録装置であって、
　さらに、前記吐出素子とは別の、前記第１流路内の前記インクを前記第２流路へと流動
させる流動手段を備え、
　前記インクが、１０ミリ秒における動的表面張力が３５ｍＮ／ｍ以上４８ｍＮ／ｍ以下
である水性インクであることを特徴とするインクジェット記録装置。


	header
	written-amendment

